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開会 午前１０時００分 

○議長(阿部 寛治） おはようございます。 

  本日は、松田議員が欠席ですが、定足数に達していますので開議は成立いたしま

す。 

  本日の日程に入ります前に、３月８日に行いました一般質問において、質問内容

を精査するため、最終日まで時間を頂いておりましたので、その報告をさせていた

だきます。 

  発言内容を慎重に検討し、字句等の訂正及び取り消しを行っております。 

  ご協力ありがとうございました。 

  以上、一般質問の内容についての報告といたします。 

  それでは、ただいまから本日の会議を開きます。 

  本日の日程は、タブレットに掲載の議事日程のとおりでございます。 

  それでは、日程に従い議事を進めます。 

  日程第１、議案第７号「押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定

について」を議題といたします。 

  本案は、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  古屋委員長。 

○総務建設常任委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第７号「押印の見直しに伴う関係条例の整備に関する条例の制定について」 

  本議案は、デジタル時代を見据えたデジタルガバメントの実現のため、また、住

民にとってより効率的かつ簡素な申請を実現するための押印見直しの実施のため、

本条例を制定することについて、議会の議決を求められたものであります。 

  制定の主な内容は、書類等の押印について削除が適当とした箇所を改めるもので

あります。 

  この条例については、令和３年４月１日から施行されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

○議長(阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論をおこないます。 
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  討論はありませんか。 

  無いようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに、賛成の方はご起立願います。 

(賛成者起立） 

○議長(阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第７号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第３、議案第８号「篠栗町附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制

定について」を議題といたします。 

  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  古屋委員長。 

○総務建設常任委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第８号「篠栗町附属機関に関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て」 

  本議案は、個別の条例等で規定されていた附属機関を本条例中に掲載し明確化を

行うため、本条例の一部を改正することについて、議会の議決を求められたもので

あります。 

  改正の主な内容は、町長及び教育委員会の附属機関として、委員会や審査会等を

規定するものであります。 

  この条例については、令和３年４月１日から施行されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

○議長(阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論をおこないます。 

  討論はありませんか。 

  無いようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに、賛成の方はご起立願います。 

(賛成者起立） 
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○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第８号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第３、議案第９号「特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  古屋委員長。 

○総務建設常任委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第９号「特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例の制定について」 

  本議案は、特別職の職員で非常勤のものの報酬について、本条例中に報酬額を掲

載し明確化を行うため、本条例の一部を改正することについて、議会の議決を求め

られたものであります。 

  改正の主な内容は、特別職非常勤職員のうち、報酬額が予算に定められた範囲内

として規定されていた職員について、各区分に応じた報酬額を規定するものであり

ます。 

  この条例については、令和３年４月１日から施行されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

○議長(阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論をおこないます。 

  討論はありませんか。 

  無いようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

(賛成者起立） 

 ○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第９号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第４、議案第１０号「篠栗町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例の制定について」を議題といたします。 
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  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  古屋委員長。 

○総務建設常任委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第１０号「篠栗町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

制定について」 

  本議案は、監査委員事務局を単独で設置することに伴い、監査委員事務局長が置

かれることになり、事務局長の職務及び級の明確化を行うため、本条例の一部を改

正することについて、議会の議決を求められたものであります。 

  改正の内容は、級別標準職務表の６級に規定されている「議会事務局長」を「事

務局長」に改めるものであります。 

  この条例については、令和３年４月１日から施行されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

○議長(阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論をおこないます。 

  討論はありませんか。 

  無いようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに、賛成の方はご起立願います。 

(賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１０号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第５、議案第１１号「篠栗町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定

について」を議題といたします。 

  本案は、文教厚生常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  栗須委員長。 

○文教厚生常任委員長(栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第１１号「篠栗町国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について」 
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  本議案は、新型インフルエンザ等対策特別措置法等の一部を改正する法律が、令

和３年２月３日に公布され、令和３年２月１３日から施行されたことに伴い、所要

の規定を整備するため、本条例の一部を改正することについて、議会の議決を求め

られたものであります。 

  改正の内容は、「新型コロナウイルス感染症」の定義を引用している新型インフ

ルエンザ等対策特別措置法附則第１条の２第１項が削られたことに伴う規定の整備

であります。 

  なお、本条例は、公布の日から施行されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

○議長(阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に討論をおこないます。 

  討論はありませんか。 

  無いようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を、委員長報告のとおり、決定することに、賛成の方はご起立願います。 

(賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１１号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第６、議案第１２号「篠栗町地区計画の区域内における建築物の制限に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について」を議題といたします。 

  本案は、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  古屋委員長。 

○総務建設常任委員長(古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第１２号「篠栗町地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一

部を改正する条例の制定について」 

  本議案は、福岡広域都市計画の髙田地区計画の決定に伴い、本条例の一部を改正

することについて、議会の議決を求められたものであります。 

  改正の内容は、地区計画決定を行った高田地区の区域内における建築物の用途、
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構造及び敷地に関する制限規定等を本条例に追加することにより、当該区域の目標

に即した土地計画を図り、健全かつ良好な都市環境を確保するためのものでありま

す。 

なお、本条例は、公布の日から施行されます。 

当委員会において慎重審査の採決の結果、出席者全員賛成にて、原案のとおり可

決いたしております。 

以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１２号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第７、議案第１４号「町道の廃止について」を議題といたします。 

  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  古屋委員長。 

○総務建設常任委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第１４号「町道の廃止について」 

  本議案は、道路法第１０条第１項及び同条第３項の規定により、路線を廃止する

ことについて、議会の議決を求められたものであります。 

  内容は、全町道の整理再編成を行うにあたり、路線番号や名称の変更なども発生

することから一括廃止を行うものです。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 
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  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１４号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第８、議案第１５号「町道の認定について」を議題といたします。 

  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  古屋委員長。 

○総務建設常任委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第１５号「町道の認定について」 

  本議案は、道路法第８条第２項の規定により、路線を認定することについて、議

会の議決を求められたものであります。 

  内容は、全町道の整理再編成を行うにあたり、路線番号や名称の変更なども発生

することから、一括廃止後、新たに認定するものです。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１５号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第９、議案第１６号「字の区域の変更及び町（丁目）の区域の設定につい

て」を議題といたします。 

  本案は、文教厚生常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  栗須委員長。 

○文教厚生常任委員長（栗須信治） 報告いたします。 

  議案第１６号「字の区域の変更及び町（丁目）の区域の設定について」 

  本議案は、住居表示の実施予定区域において、字の区域の変更及び町（丁目）の

区域を設定するため、地方自治法第２６０条第１項の規定により、議会の議決を求

められたものです。 

  内容は、「大字和田」の一部区域を廃止し、新たに「和田１丁目」から「和田５

丁目」までの町（丁目）の区域を設定するものです。 

  なお、当該議案に関し、住居表示に関する法律第５条の２第１項に規定する公示

が実施され、公示日の翌日から起算して３０日を経過する日までに、同条第２項に

規定する変更請求はなかったとの報告を受けております。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１６号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  両委員長に告げます。 
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  その座席から報告すると、画面に委員長が映っていないので、大変申し訳ないで

すが、演台で報告をしていただきますようお願いします。 

  以上です。 

  日程第１０、議案第１７号「福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共

団体の数の増加及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について」を議題と

いたします。 

  本案は、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  古屋委員長。 

○総務建設常任委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第１７号「福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の増

加及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について」 

  本議案は、令和３年４月１日から田川地区広域環境衛生施設組合が新規設置によ

り、福岡県市町村職員退職手当組合に加入することに伴い、当該組合規約を変更す

るため、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求められたものであり

ます。 

  この条例については、令和３年４月１日から施行されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１７号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１１、議案第１８号「糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合規約の一部変更に
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関する協議について」を議題といたします。 

  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  古屋委員長。 

○総務建設常任委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第１８号「糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合規約の一部変更に関する協議に

ついて」 

  本議案は、糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合の事務所の位置を住居表示の実施に

伴い変更するため、当該組合の規約の一部変更に関し構成団体と協議することにつ

いて、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求められたものでありま

す。 

  この条例については、公布の日から施行されます。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

  出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１８号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１２、議案第１９号「須恵町外二ヶ町清掃施設組合規約の変更について」

を議題といたします。 

  本案も、総務建設常任委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めま

す。 

  古屋委員長。 

○総務建設常任委員長（古屋 宏治） 報告いたします。 

  議案第１９号「須恵町外二ヶ町清掃施設組合規約の変更について」 
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  本議案は、須恵町外二ヶ町清掃施設組合が所管する施設周辺の環境問題に対し、

迅速かつ的確に当該組合の事案として対処することを目的として、当該組合で環境

整備に関する業務を新しく共同処理することから、当該組合規約を変更する必要が

生じたため、地方自治法第２９０条の規定により、議会の議決を求められたもので

あります。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を伺います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第１９号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１３、議案第２０号「令和２年度篠栗町一般会計補正予算（第９号）につ

いて」を議題といたします。 

  本案は、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○予算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２０号「令和２年度篠栗町一般会計補正予算（第９号）について」 

本議案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ８億４,８９８万３,０００円を追

加し、予算の総額を歳入歳出それぞれ１５０億１,５５４万９,０００円とするもの

です。 

  歳出の補正につきましては、主にコロナウイルス感染症拡大の影響により、事業

を行うことができなかったための減額補正のほか、経費節減等の執行残による減額

補正であります。 

  予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては、省略いたしま
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す。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２０号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１４、議案第２１号「令和２年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算

（第５号）について」を議題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○予算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２１号「令和２年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第５号）につ

いて」 

  本議案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ８８０万６,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２８億８,８６９万３,０００円とするもの

です。 

  内容は、歳出では、出産育児一時金４２０万円、受診勧奨委託料４６０万６,０

００円を実績等に基づき減額補正するもの。 

  歳入では、一般被保険者国民健康保険税４２０万、保険給付費等交付金４６０万

６,０００円の減額補正のほか予算整理するものです。 

  予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 
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  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２１号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１５、議案第２２号「令和２年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第４号）について」を議題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○予算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２２号「令和２年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）に

ついて」 

  本議案は、既定の予算総額から歳入歳出それぞれ５７９万２,０００円を減額し、

歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４億２,５６６万２,０００円とするもので

す。 

  内容は、実績見込みに伴い、歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金５７９万

２,０００円の減額補正。 

  歳入では、後期高齢者医療保険料５７９万２,０００円を減額補正するものです。 

  予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 
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  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２２号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１６、議案第２３号「令和２年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別

会計補正予算（第２号）について」を議題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりますので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○予算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２３号「令和２年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会計補正予算

（第２号）について」 

  本議案は、令和２年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会計の補正予算で

あり、歳入歳出それぞれ２億１,１５１万３,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額をそれぞれ２７億１,６７２万６,０００円とするものであります。 

  また、債務負担行為についての期間を令和２年度から令和３年度に変更するもの

であります。 

  予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 
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（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２３号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１７、議案第２４号「令和３年度篠栗町一般会計予算について」を議題と

いたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりますので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○予算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２４号「令和３年度篠栗町一般会計予算について」 

  本議案は、令和３年度一般会計当初予算であり、歳入歳出予算の総額を歳入歳出

それぞれ１０３億１,１９５万６,０００円とするものです。 

  前年度当初予算に対し２億７,２７０万８,０００円の増額となっております。 

  主な増額要因は、ふるさと寄附金に対する返礼品、天空会館空調設備工事、障が

い者福祉及び児童福祉のサービスに係る経費、新型コロナウイルスワクチン接種事

業費、篠栗小学校屋上防水改修工事、児童館ＬＥＤ化工事、カブトの森公園テニス

コートＬＥＤ化工事などであります。 

  また、主な減額要因は、オアシス篠栗空調機器更新工事の終了などであります。 

  地方債について、地方債の限度額は、臨時財政政策、地域活性化事業のほか、合

計６の事業債で総額４億７,７５８万５,０００円計上されております。 

  予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 
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○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２４号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１８、議案第２５号「令和３年度篠栗町国民健康保険特別会計予算につい

て」を議題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○予算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２５号「令和３年度篠栗町国民健康保険特別会計予算について」 

  本議案は、令和３年度篠栗町国民健康保険特別会計予算の総額を歳入歳出それぞ

れ２７億４,９５６万５,０００円とするもので、前年度当初予算額に対して約０.

８％の減となっております。 

  歳出の主なものは、保険給付費１９億１,１７７万２,０００円。国民健康保険事

業費納付金７億５,４１２万６,０００円で、歳入の主なものは、国民健康保険税５

億９６４万６,０００円。保険給付費等交付金等の県補助金１９億５,６９１万１,

０００円であります。 

  予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２５号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第１９、議案第２６号「令和３年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算につ

いて」を議題といたします。 
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  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○予算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２６号「令和３年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算について」 

  本議案は、令和３年度篠栗町後期高齢者医療特別会計予算の総額を、歳入歳出そ

れぞれ４億３,２６５万円とするもので、前年度当初予算額に対して約０.７％の増

となっております。 

  歳出の主なものは、後期高齢者医療広域連合納付金４億１,０４８万８,０００円

で、歳入の主なものは、後期高齢者医療保険料３億１,８６７万１,０００円、一般

会計繰入金１億１,３９７万１,０００円であります。 

  予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２６号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第２０、議案第２７号「令和３年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別

会計予算について」を議題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○予算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２７号「令和３年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会計予算につ

いて」 
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  本議案は、令和３年度篠栗町篠栗北地区産業団地整備事業特別会計の当初予算で

あり、歳入歳出予算の総額を、それぞれ１３億６,６２９万８,０００円とするもの

です。 

  また、一時借入金の最高額は、１億円であります。 

  予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２７号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第２１、議案第２８号「令和３年度篠栗町水道事業会計予算について」を議

題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○予算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２８号「令和３年度篠栗町水道事業会計予算について」 

  本議案は、令和３年度篠栗町水道事業会計予算を第２条に定める業務の予定量に

即して、収支の予定額を定めるものであります。 

  第３条において、収益的収入の予定額は５億７,５９６万３,０００円に対し、支

出の予定額は５億４,５１３万１,０００円となり、３,０８３万２,０００円の黒字

予算とするものであります。 

  次に、第４条において、資本的収入の予定額は１億９,０３０万円に対し、支出

の予定額を３億２,０７８万円とし、資本的支出額に対し不足する１億３,０４８万
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円は、損益勘定留保資金などで補填されます。 

  予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２８号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第２２、議案第２９号「令和３年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算

について」を議題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○予算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第２９号「令和３年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算について」 

  本議案は、令和３年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計予算を、第２条に定め

る業務の予定量に即して、収支の予定額を定めるものであります。 

  第３条において、収益的収入の予定額は８億６,９２３万２,０００円に対し、支

出の予定額は８億６,８３１万６,０００円となり、９１万６,０００円の黒字予算

とするものであります。 

  次に、第４条において、資本的収入の予定額４億２１７万４,０００円に対し、

支出の予定額を５億６,０１３万１,０００円とし、資本的支出額に対し不足する１

億５,７９５万７,０００円は、損益勘定留保資金などで補填されます。 

  予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり
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可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第２９号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第２３、議案第３０号「令和２年度篠栗町一般会計補正予算（第１０号）に

ついて」を議題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりますので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○予算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第３０号「令和２年度篠栗町一般会計補正予算（第１０号）について」 

  本議案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ５６３万１,０００円を追加し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ１５０億２,１１８万円とするものであります。 

  歳出の補正につきましては、県知事選挙費においての増額補正であります。 

  予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 
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  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第３０号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第２４、議案第３１号「令和３年度篠栗町一般会計補正予算（第１号）につ

いて」を議題といたします。 

  本案も、予算特別委員会に付託しておりましたので、委員長の報告を求めます。 

  栗須委員長。 

○予算特別委員長（栗須 信治） 報告いたします。 

  議案第３１号「令和３年度篠栗町一般会計補正予算（第１号）について」 

  本議案は、既定の予算総額に歳入歳出それぞれ７２５万４,０００円を追加し、

予算の総額を歳入歳出それぞれ１０３億１,９２１万円とするものです。 

  歳出の補正につきましては、県知事選挙費においての増額補正であります。 

  予算特別委員会にて審査しておりますので、詳細につきましては省略いたします。 

  当委員会において慎重審査の上、採決の結果、出席者全員賛成にて原案のとおり

可決いたしております。 

  以上、報告を終わります。 

○議長（阿部 寛治） ただいまの委員長の報告に対し、質疑を行います。 

  質疑はありませんか。 

  質疑なしと認めます。 

  次に、討論を行います。 

  討論はありませんか。 

  ないようですので討論を終結し、ただいまから採決を行います。 

  本案に対する委員長の報告は、可決です。 

  本案を委員長報告のとおり、決定することに賛成の方は、ご起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（阿部 寛治） 出席者全員賛成と認めます。 

  よって、議案第３１号は、委員長報告のとおり可決されました。 

  日程第２５、「常任委員会の閉会中の継続調査の件」を議題といたします。 

  総務建設、文教厚生、両委員長から会議規則第７５条の規定により、お手元のタ

ブレットに掲載のとおり、閉会中の継続調査の申出があっております。 
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  お諮りいたします。 

  両委員長から申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに、ご異議ありません

か。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（阿部 寛治） 異議なしと認めます。 

  よって、申出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決定いたしました。 

  次に、お諮りいたします。 

  本会議中、誤読などによる字句、数字等の整理訂正につきましては、会議規則第

４５条の規定により、議長に委任していただきたいと思います。 

  これに、ご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（阿部 寛治） 異議なしと認めます。 

  よって、誤読などによる字句、数字等の整理訂正は、議長に委任していただくこ

とに決定いたしました。 

  以上で、本定例会の日程は、全て終了いたしました。 

○議長(阿部 寛治） ここで町長、何か発言することがありましたら許可いたしま

す。 

  三浦町長。 

○町長（三浦 正） 令和３年第１回定例会の閉会にあたりまして、ご挨拶申し上げ

ます。 

  長期間にわたるご審議誠にありがとうございました。 

  「副町長の選任について」ほか人事案件４件、「押印の見直しに伴う関係条例の

整備に関する条例の制定について」をはじめ条例案６件、「財産の処分について」

「町道の廃止について」「町道の認定について」「字の区域の変更及び町の区域の

設定について」等、各々１件の合計４件、「須恵町外二ヶ町清掃施設組合規約の変

更について」ほか、規約の変更に関する協議等３件、令和２年度補正予算４件、令

和３年度当初予算６件に加え、追加議案として提出いたしました４月１１日に急遽

行われることとなりました県知事選挙に関する令和２年度補正予算、令和３年度補

正予算各１件の上程いたしました２９議案全てにつきまして、可決いただきました

ことに感謝申し上げます。 

  令和３年度当初予算は、令和２年度と比べて、予算総額で約２億７,３００万円

増の１０３億１,１００万円余となりました。令和３年度も、財源を有効に使いな
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がら、例年どおりの予算を計上してまいりますが、総務費、民生費、衛生費、土木

費、教育費を中心に緊急性の高い優先事業に取り組むべく増額計上いたしました。

特に、衛生費における新型コロナウイルスワクチン接種事業は、日本全体が早期に

完了すべき最優先課題でございます。今後も、追加予算計上のための補正予算審議

をお願いすることが予想されます。ワクチン接種希望者全員に対する早期の接種完

了を目指して取り組んでまいります。 

  ただいま成立いたしました令和３年度当初予算に基づく事業計画を早期に実現す

るため、各課ともできるだけ仕事を前倒して取り組んでまいりますので、何とぞよ

ろしくお願いいたします。 

  さて、本定例会の開会日に、「篠栗町内において発生した保護責任者遺棄致死事

件」について全員協議会で詳細をご報告いたしました。 

  その前日の３月３日に、教育長、こども育成課長にて報道関係者の質問を受ける

機会を持ち、事件発生までの篠栗町の対応をできるだけ詳細にご説明いたしました

が、その報告でございました。議会全員協議会では、様々なご意見をいただきまし

たが、私から「今回の事件は、現在容疑者が逮捕されたという状況であり、現時点

（３月４日現在）では、今後の捜査の展開を見守るしかない」との報告をいたしま

した。 

  その後、報道の警察への取材により、私たちも事件の真相をより深く知ることと

なりました。そうした過程で、日々町長である私自身に対して、様々な意見を電話

や手紙、ＳＮＳなどで頂戴いたしました。 

  事件の真相がだんだん明らかになっていくなかで、議案審議の中にも「議会とし

て私たちは何かしなくていいのか」とのご意見をいただきました。 

  私は、現状では、今後の捜査の展開を見守るしかないとの報告をいたしておりま

したが、今回逮捕された２人の容疑者による、通常の社会常識では考えられない事

件の異常性がクローズアップされる現実の一方で「篠栗町で５歳児がひもじい思い

をしながら衰弱死したという事実」については、私たちは、決して逃げてはならな

い。こうしたことを二度と起こしてはならないということを強く思うに至りました。 

  つきましては、お手元のタブレットに記載しておりますが、次のような篠栗町と

しての行動を議会の皆様とともに起こしたいと思い、次の内容の町民向けのメッセ

ージを作りました。ただいま申し上げた内容と重なる部分もございますが、文面を

読みます。 

  「篠栗町の子どもの命を守るための行動を、篠栗町議会の皆様とともに」 
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令和２年４月１８日に発生した篠栗町での５歳児衰弱死事件は、仏の里篠栗を

自負する私たち町民にとって、大変衝撃的な事件でした。改めて、食事を十分に与

えられず、衰弱死した男児に心からの哀悼の意を表します。 

  令和３年３月２日の警察による保護責任者遺棄致死事件発表以降、新聞各紙テレ

ビでの報道等は、幼い子を死に至らしめた２人の容疑者の社会常識を超えた行動と

犯罪性が、国民の注目を集めた２週間でありました。 

  篠栗町、これは行政でございますが、篠栗町としては、３月４日開会の令和３年

篠栗町議会第１回定例会全員協議会のなかで、事件に至るまでの現場の対応等の経

過を説明した上で、今の時点では、警察によって事件の詳細が明らかになるのを待

つほかはないと報告いたしました。 

  しかし、議員の皆様の中には、幼子が衰弱死に至った経緯を確認する過程で「ど

こかでこの子を救う道があったのではないか」「議会として私たちは何かしなくて

いいのか」との声を多くいただきました。 

  その後、報道機関の警察への取材により、私たちも事件の真相をより深く知るこ

ととなりましたが、連日、町長である私自身に対しても、町内外からの様々なご意

見を電話や手紙、ＳＮＳなどでちょうだいいたしました。 

  そうしたなか、議会の皆様の発信、町内外から寄せられた様々なご意見を、繰り

返し咀嚼し、整理する過程で、次のような思いに至りました。 

  今回の事件の場合もさることながら、ＤＶやネグレクト、生活困窮、育児ノイロ

ーゼやうつ、あるいは家族が自ら命を絶つ場合など、幼くして命を絶たれるケース

は様々考えられる。 

  町長や町議会議員ならびに行政職員は、今回の驚天動地の事件報道に埋もれなん

とする幼き子が「衰弱死」するに至った経緯をしっかりと検証し、二度とこうした

幼い命が奪われることのないよう「町民の幼い命を守る」町民行動の指針をつくる

べきではないか。 

  ついては、できるだけ早い時期に、これまで分野別に行動していた「青少年健全

育成推進協議会」や「子育て世代包括支援センター」、新たにつくる「篠栗町子ど

も家庭総合支援拠点」「地域学校協働活動」など、関係すると思われる組織を総動

員して、一緒に行動していくことのできるような「篠栗町の子どもの命を守る条

例」を制定し、町民同士が互いに篠栗町の子どもの命を守ることに真正面から向き

合い、現在の希薄になった人間関係を、新たなつながりを持ち続けられることがで

きるよう、子どもから大人、お年寄りまでの地域の人間関係を再構築すべきと考え
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ます。 

  それこそが、今回の不幸な事件を繰り返さない「篠栗町の幼い命をしっかり守

る」ための、町民全体が互助の精神で行動をする篠栗方式となるのではないかと思

うからでございます。 

  今後、議会の皆様のご意見をしっかりと賜り、早期に「篠栗町の幼い命をしっか

り守る篠栗ウエイ」を実現すべく、ここに発信いたします。 

  令和３年３月１６日、篠栗町長 三浦 正 

  早速４月に入ってスタートを切りたいと思います。何とぞ、ご協力、ご指導賜り

ますようよろしくお願いいたします。 

  １点、本定例会全員協議会にご報告しておかなければならなかった事項がござい

ました。私が失念しておりましたので、ここで少しだけご報告いたしまして、後刻、

資料をお送りし、また次の機会にご説明を申し上げたいと思います。 

  それは、新宮町を除く糟屋郡６町と筑豊地区、直方市、飯塚市、それから鞍手、

小竹、桂川の３町の２市９町で、福岡市営地下鉄沿線の建設促進期成会を組織し、

福岡県と福岡県議会に要望書を提出した件でございます。 

  資料を後ほどタブレットにお送りいたしますので、また、そして詳しい説明をい

たしますのでよろしくお願いいたします。 

  さて、３月限りで定年退職される 立花博友総務課長、井上勝則産業観光課長の

お二方には、長い間の行政職員としてのお勤め大変ご苦労さまでございました。ま

ちづくりにおける行政という柱の一翼を担っていただき、課長職の重責を全うして

いただきましたことに、この場をお借りして、私からも心から感謝を申し上げます。 

  昨年１１月１９日に逝去された 前副町長松田秀幹さんの、後任の副町長として、

平成２５年度から６年間総務課長お願いしていた大塚哲雄氏に決まりました。これ

からは大塚副町長と二人三脚で、次の時代の「篠栗町の更なる自立」を目指してし

っかりと行政運営を継続し、地方創生を具体的に実践する先進自治体となるべく努

力してまいりますので、議会におかれましても、引き続きご指導、ご助言を賜りま

すようお願い申し上げまして、令和３年第１回定例会閉会の挨拶といたします。 

  長時間誠にありがとうございました。 

○議長(阿部 寛治） 私からも、今年度をもって定年退職を迎えられる皆様にお礼

を申し上げます。 

  立花総務課長、井上産業観光課長におかれましては、今年度をもって退職される

と聞き及んでおります。長い間、篠栗町の発展充実のために鋭意尽力されましたこ
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とに深く感謝申し上げます。今後は、今まで養われました知識や技術、人脈を通じ

て、地域や家庭において、大いに発揮され、更なるご活躍を期待しております。 

  本当にありがとうございました。 

  以上で、本日の会議を閉じます。 

  これをもちまして、令和３年第１回篠栗町議会定例会を閉会いたします。 

閉会 午前１１時１５分 


